
 

 

  

四国産学官連携イノベーション共同推進機

構の構築 
 

平成 25年 5月 13日付けで、国立大学改革強

化推進補助金事業「四国 5大学連携による知のプ

ラットフォーム形成事業」共同実施に関する協定書

が締結されました。四国の国立大学法人が、有機

的な連携共同システムの実現に向けて大学間連携

を強化し、知のプラットフォーム形成事業を共同実

施することにより、ＡＯ入試、大学教育及び産学連

携の質的向上を目指すことを目的としています。 

四国の国立大学法人 5大学は、産学官連携事

業の共通部分について、重複業務を整理・統合し

て業務の効率化、高度化を行い、5大学が連携し

てイノベーション創出の拠点となる四国産学官連携

イノベーション共同推進機構を構築することになっ

ています。5大学の得意分野の研究成果や研究設

備、人材を共有することにより、産業界や行政との

連携をさらに進める予定です。 

 

国立大学改革強化推進補助金事業については、

文部科学省ＨＰをご覧ください。 

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/133

5928.htm 
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地域連携・再生部門 

Topic 1. 全国生涯学習センター等研究交流会 開催 

平成 25年６月６～７日、社会教育実践センター（東京・上野）にて、全国生涯学習センター等研究交流

会が開催されました。生涯学習センター等の相互の連携協力を推進するため、全国の生涯学習センター

等の代表者・職員等が集い、直面する課題について研究協議等を行うことを趣旨としたものです。都道府

県及び指定都市が設置する生涯学習推進センター等の代表者、職員、または、国公私立大学・短期大学

に附置されている生涯学習教育研究センター等の教職員を対象としており、当センターからは２名が参加

しました。 

本研究交流会では、都道府県等の生涯学習センターと大学と

の連携の可能性が議論されており、大学単独、自治体単独で行

われがちな生涯学習講座をバージョンアップする方法が模索さ

れてます。 

他にも、主体的な学習支援の在り方等、様々な内容が議論さ

れ、他地域とのネットワーク構築に結び付きました。 

Topic ２. 2013 カツオセミナーin高知 開催 

高知大学国際・地域連携センターと黒潮町との連携により運営している「日本カツオ学会」について、研

究者間での学術的交流の場として「2013 カツオセミナーin高知」を以下日程にて開催しました。 

日時：平成 25年６月 22日（土） 13時～16時 50分 

場所：高知大学 メディアの森 メディアホール 

基調講演：「かつお一本釣り漁業の収益性改善に向けて」 

独立行政法人水産総合研究センター 開発調査センター 開発調査専門役 山下秀幸 氏 

一般講演：「災害とカツオ漁」  

東北大学 災害科学国際研究所 教授 川島 秀一 氏 

「太平洋沿岸カツオ標識放流調査」 

～日本近海への来遊特性の解明（南西諸島海域におけるカツオの移動および遊泳行動）～  

味の素 株式会社 杉本 信幸 氏 他 

「次世代に伝えるだし文化、地元に根ざした食育のあり方」  

有限会社 泉利昆布海産 泉谷 伸司 氏 

「土佐の風土に根ざした地域教材開発－カツオ－」 その１ 教材開発の概要  

高知大学 教育学部 菊地るみ子 氏 他 

「土佐の風土に根ざした地域教材開発－カツオ－」 その２ 小学校５年生における授業実践  

高知市立朝倉第二小学校 山本 哲治 氏 他 

「土佐の風土に根ざした地域教材開発－カツオ－」 その３ 料理編の授業実践と総括  

高知大学 教育学部 柴 英里 氏 他 

 漁業者、食品業者、役場職

員、さらに一般の方含め、約 80

名の参加者となり、セミナー後

の交流会ともあわせ、活発な情

報交換が行われました。多くの

メディアにも取り上げていただ

き、高知におけるカツオに対す

る関心の高さを改めて感じまし

た。 開催地挨拶（高知県水産振興部 東部長） 基調講演 （山下専門役） 
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産学官連携部門 

Topic 1. COI STREAM拠点提案の公募について 

【革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）】 

■概要 

文部科学省では、現在潜在している将来社会のニーズから導き出されるあるべき社会の姿、暮

らしの在り方（以下、「ビジョン」という。）を設定し、このビジョンを基に 10年後を見通した

革新的な研究開発課題を特定した上で、既存分野・組織の壁を取り払い、企業だけでは実現でき

ない革新的なイノベーションを産学連携で実現するため、平成 25年度から「革新的イノベーショ

ン創出プログラム（COI STREAM）」を開始しました。 

事業の詳細、拠点提案募集、公募要領、提出書類等に関する 

情報については、下記リンクを御覧ください。 

 

■詳細ＵＲＬ 

http://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1336354.htm 

■提出期限  

平成 25年 8月 12日（月） 

 

※応募される場合は、国際・地域連携センター産学官連携係までご連絡願います。 

Topic 2. 第２回 A-STEP競争的資金の公募について 

平成 25 年度第２回研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP） 

今回の公募では、革新的イノベーション創出プログラム(COI STREAM)と連携し、COI 

STREAM で設定されるビジョンに沿って研究提案を募集しています。 

【起業挑戦】ステージ 

【産学共同促進】ステージ 

【実用化挑戦】ステージ 

 

■詳細ＵＲＬ 

http://www.jst.go.jp/a-step/ 

■提出期限  

平成 25年 7月 31日（水） 

 

※応募される場合は、国際・地域連携センター産学官連携係までご連絡願います。 

 

 

http://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1336354.htm
http://www.jst.go.jp/a-step/
http://www.jst.go.jp/a-step/index.html
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知的財産部門 

Topic1.高知大学 国際・地域連携センター特任教員、公募開始！ 
-産学連携活動に熱意のある方の、積極的なご応募をお待ちしております- 

四国産学官連携イノベーション共同推進機構サテライトオフィスへのコーディネーター（アソシエイト）

として、高知大学国際・地域連携センターでは、知的財産等の管理や技術移転、産学連携活動に携わる知的

財産部門特任教員（特任講師又は特任助教）の募集を開始しました。  

（応募条件等の詳細はホームページをご覧ください。http://www.kochi-u.ac.jp/outline/other/saiyou/）。 

この度の人材採用により、教員の発明の権利化、技術移転等の支援体制の大幅な強化を図りますので、ご期待く

ださい。 

 

■高知大学 国際・地域連携センター 特任講師又は特任助教の公募について（抜粋） 

１．職名及び人員  特任講師又は特任助教 １名 

２．勤務形態  常勤（任期あり） 

３．担当業務  四国産学官連携イノベーション共同推進機構及び国立大学法人高知大学において、知的財産

等を活用した技術移転活動及び、産学官連携活動を円滑に推進するために必要な活動全般に関する業務。 

４．採用予定日 平成２５年１０月１日 

５．応募資格 下記の要件をすべて満たす者。  

（１）修士以上の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む）を有する者、または取得見込み・

予定である者、若しくは知的財産及び技術移転に関してそれに相当する教育能力・経験を有する者。  

（２）弁理士の資格、若しくは同等の知識や経験を有する者。  

（３）知的財産関係業務及び産学官連携活動に従事した経験がある者。  

（４）高いコミュニケーション能力を通じて、コーディネーター（アソシエイト）として多様な意見の調整が出来る者。 

６．締切日：平成 25年 7月 31日（水）17:15 必着 

 

 

  
Topic2.【初心者向け】 知的財産権制度説明会２０１３ 開催！ 

－参加費無料（テキスト付き）、特許でビジネスチャンスを創る－  

特許や商標などの知的財産権の基礎的な内容について学びたい方、興味がある方など、初心者レベルの方を対

象に、特許庁主催、高知県の後援により、「平成２５年度知的財産権制度説明会」が高知ぢばさんセンターにて開催

されます。 

本説明会では、特許・実用新案・意匠・商標制度の概要や手続の基本的な内容、知って得する知的財産関連の支

援策について、特許庁職員がわかりやすく説明いたします。ふるってご参加ください。 

 

■平成２５年度知的財産権制度説明会 

日時：平成２５年 7月２５日（木） １３：３０～１７：００ （１３：００受付開始） 

定員：50名（事前申込制  定員になり次第締切） 

会場：高知ぢばさんセンター（５F研修室３） 高知市布師田 3992-2 

問合せ先：一般社団法人発明推進協会  

知的財産総合支援グループ 研修チーム 

ＴＥＬ：０３－３５０２－５４３６  

参加申し込みはホームページより可能です。 

http://www.jiii.or.jp/h25_shoshinsha/index.html 

 

     

http://www.kochi-u.ac.jp/outline/other/saiyou/
http://www.jiii.or.jp/h25_shoshinsha/index.html
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Topic1.  留学生と学長を囲む会 
 

5月 29日に高知大学で学ぶ外国人留学生に対して、普段触れ合うことや話を聴く機会が少ない学

長との懇談を通して、高知大学や日本の良さなど国際理解を深めてもらうことを目的に「留学生と

学長を囲む会」を開催しました。中国、モンゴル、インドネシア、タイ、マレーシア、セルビア、

オーストラリアなどの外国人留学生 27名と脇口学長、菊地副学長のほか国際交流担当教職員 10 名

が参加。 

脇口学長から「日本人の心」をテーマに、日本人の特徴は日本文化のルーツとしての武士道の精

神に由来していることなど歴史的背景を交えて話題提供がありました。 

 サークル形に囲んで行われた懇談では、和やかに留学生が学長に素朴な質問を行いました。 

 留学生からは、「日本人は遠回しではっきり言わないことがあるので、どう付き合ったらよいか

迷うことがある」などの質問があり、学長からは、「日本人は感情を抑えることがあるが、高知の

人は、親切で面倒見が良いので、一歩入り込んでほしい。後輩のために問題点を積極的に提言して

ほしい」などアドバイスもなされ、留学生にとって貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脇口学長からのお話            学長と留学生の懇談  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学長と留学生の懇談          学長と留学生による集合写真 

 


